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居る 状態 で ある . この 特異 な 地域 は 豊富 な 蝶 相 を 持 
ろう が , 残念 な 事 に , その 生態 的 研究 は 分 類 的 な 研究 
ず 現 地 で 行なわ ね ば な ら ず , それ に 必要 と する 参考 書類 , 
し , 戦前 に 先 学 に 依り な され た 若干 の 記録 を 見 る p 
年 間 , 特 
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Life - histories of some Formosan butterflies in Kannor district。 North 


By BAw SiNe CgHANc 


緒 





























と 御 指導 に 外 な ら な い . 
また 此 の 報告 書 中 , 食 草 ( 樹 ) に 関す る 報告 は 其 


査 も 出来 ず , 今後 随時 不足 部 分 の 研究 を 行う 積 り で ある . 


“原色 


日 本 蝶 類 幼虫 大 図鑑 ” に 負う 所 が 多い . 





ml 


き 産 蝶 類 種 に 関す る 研究 は , 古く 明治 時 代 よ り 始 まっ て 今日 に 至り ,。 な お か つ 新 得 
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に 較べ て あま り に oN 








だ 不 完全 の まま で ある が , 


文献 そし て 更に 研究 


な お 卵 , 幼虫 , 遇 等 の 説 朋 に は 








此 の 反 い 報告 書 が 何等 か の 役に立て ば 幸 の 至り と 念じ つつ 製作 に 当る 次 第 で ある . 


ベニ モン アゲ ハ Menelaides aristolochiae interpositus FROHSTORFER 


[ 食 草 ] タイ ワン ウマ ノ ス ズ クサ 247zszo/oc7zg shimadai HaAyArA 
卵 は 食 草 の 葉 斉 新芽 等 に 1 個 ず つ , 食 草 附近 の 雑草 や 竹 。 また は た ま に 葉 表 に ゃ も 産 付け られ る . その 
i 
と め な い . 径 1.35mm, 高 さ 1.55mm 程 度 。 ジャ コウ アゲ ハ よ りや や 小さ い . 


し 卵 ] 


異 を み 


〔 幼 昌 ] 剃 化 し た 1 


位置 す 
帯び た 」 


起 も 白色 


幼虫 の 発育 は , 外界 の 温度 に 


終 令 ) 


























る が , 茎 上 に 静止 する 事 も 多く , 食 草 か ら 離 
黒色 ( 終 令 時 に は ビ ロ ウ ドド の 様 な 感じ すら 受 


























幼虫 は 40mm 内 外 に 達する . 


を 呈す る . 臭 角 は 棒 色 で 短 か く 臭み も 弱い . 
皮 前 後 や 虹 化 前 後 の 時 期 に は 他 の 幼 昌 か ら 食 べら れる 事 が 多い . 
激しく 左右 され , 高温 期 と 低温 期 で は 各 令 1 2 日 の 差 を 見 る . 





令 幼 虫 は 卵 毅 の 接 症 面 を 残し て 卵 帝 を 食べ る こと が 多い . 


れる 事 は 少な い . 






































Formosa 


ま の 発見 が 次 々 と な され て 
また 浴び て 行く i 





・ それ は 生態 研究 





必要 a と が i 
外 , 白紙 の 状態 me う . 筆者 は 数 
別 の 目的 も 無く 書き た め て 来 た 若干 の 記録 を 今日 此処 に 提出 し 得 た の は , ひと え に 白 水際 博士 の 御 協 力 


残念 征 ら 今 の 所 此 れ 以上 の 資料 調 
は 白水 隆 ・ 原 章 両 氏 共 閉 





全 幼 生 期 を 通し , 一般に 業 斉 
全身 に 肉質 突起 を 具 え , 色彩 AN 
ける ). 腹部 第 3 節 に 白 帯 か あり , この 白 帯 に 生ずる 了 肉 刺 突 
また 幼虫 の 共食い は は げ し く , 充分 に 食 草 を 与え て も , 脱 
此 の 習性 は ジャ ュ ウ アゲ へ ハ よ りゃ 甚だ し い . 








卵 朋 化 1 眠 起 2 眠 超 8 有 眼 起 4 


眠 起 山 化 羽 ヒ 

















幼生 期首 期 




















頭 飼養 82* 4 


備 考 


3 頭 飼養 8 2 9 1 















































師 期 
な 49 5 月 3 日 DA 5 月 16 日 5 月 21 日 5 月 27 日 6 月 7 日 29 日 | 11 晶 6 
5 月 1 日 5 月 6 日 5 月 1O 昌 5 月 15 日 | 5 月 20 日 ls 5 月 31 日 [6 月 12 日 | 30 日 | 12 日 
6 月 2 日 I6 月 7 日 6 月 11H 6 月 16 日 |6 月 20 日 6 月 24 昌 6 月 29 日 | 7 月 10 日 | 27 日 | 11 日 





5 頭 飼養 82 9 3 

















1) 中 華 民 国人 台湾 省 桃園 県 1 観 習 音 初 級 中 学 
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[ 映 ] 皿 は 太く 短 か く ヵ 頭 部 は 左右 に 突起 を 持ち 色彩 は 茶褐色 , ジャ ュ ウ アゲ へ ハ に 見 られ る 中 胸痛 面 の 樽 赤 
SR NN 
な る . 化 位置 は 老 葉 の 裏 ま た は 茎 上 . 体長 25mm 内 外 . 

[発生 経過 ] 越冬 態 は 正 . 第 1 化 は 3 月 下旬 , 第 2 化 は 6 月 上 旬 , 第 3 化 は 7 月 下 句 , だ が 3 月 下旬 より 7 月 
中 旬 項 迄 随時 その 発生 が 見 られ る . 上 記 3 化 の 各 時 期 は 単に 発生 の 山 を 指し た も の に 過ぎ な い ・ 














ジャ コウ アゲ ハ Byasa alcinous mansonensts FRUHSTORFER 


[ 食 草 ] タイ ワン ウマ ノ ス ズ クサ Aristolochia shimadai HavyaTa 
卵 は 食 草 の 葉 覇 , 新芽 等 に 数 個 ず つ , 15 個 も の 多数 に わた る 事 も ある . 1 個 ず つと 言う 事 は 比較 的 に 少 
. その 色彩 は 棒 赤 色 , 形 は ぎ ぼ し 状 で 側面 に は 20 条 程度 の 縦 の 上 粒 列 お あり , 日 本 産 ジ ャ ュ ウ アゲ へ と 同様 で 

ある と 言え よう . 径 1.4mm, 高 さ 1.6mm 程 度 

[幼虫 ] 句 化 し た 1 令 幼 虫 は ベニ モン アゲ ハ と 同じ よう に 卵殻 の 接着 面 を 残し て 卵 毅 を 食べ る 事 が 多い . 2 令 
幼虫 よ り 終 令 に 至る 迄 一 般 に 葉 裏 に 位置 する が 茎 上 に 直射 日 光 さ えな けれ ば , そこ に 静止 する 事 も 多い . 全身 に 
肉質 突起 を 具 え , 色彩 は 脱皮 直前 に は 随分 と 赤 味 を 帯び た 紫 褐 色 と な り , 腕 皮 後 は 色彩 が 黒 化 する . また 好 ん で 
腕 皮 後 自 分 の 皮 を 喰 べ 尽 す . 各部 ご と に 数 対 の 顕著 な 肉質 突起 か あり この 突起 は 斜 後方 に 向う . 腹部 34 節 に か 
け て 白 帯 が か あり , この 白 常 部 に 生ずる 肉質 突起 も 白色 を 呈す る . また 第 7 腹 節 の 2 対 の 突起 も 白色 . NN 
で 短 か い . 臭 味 も 薄い . 本 種 の 幼虫 も ベニ = モン アゲ ハ と 同じ く 共 喰い の 習性 が ある . 終 令 幼 虫 は 40mm 内 外 に 

る . 幼虫 の 発育 は 極め て 不揃い で 前 後 の 差 は 1 ヵ月 に も 達する 事 が ある 



































産卵 貴 化 1 眠 起 2 眠 起 3 眠 起 4 眼 起 星 化 羽 て 期 備 考 
4 月 4 日 4 月 12 日 4 
5 月 5 日 |5 月 10 日 5 月 14 昌 
5 月 5 日 5 月 1 日 [5 月 17 日 





4 月 24 日 |4 月 30 晶 5 月 6 日 5 85 25H so 12 昌 |8 3e2 











5 月 17 日 |5 月 21 日 | 5 月 25 日 | 5 月 29 日 6 月 10 日 | 24 日 | 12 日 53 頭 の 飼育 例 中 
に の 最も 早い も の 』 
5 月 25 日 16 月 4 日 6 月 19 日 |7 月 2 日 7 月 14 日 | 58H 12 日 | と 遅い も の 


























ト 映 」 疲 は 太く 短 か く 皮膚 は な め ら か で 光沢 が あり , 頭 部 に は 突起 が 無い . 色彩 は 樽 黄色 . 中 胸 背 面 に 棒 赤 色 
を 呈す る 1 対 の 隆起 が ある . 体長 27mm 内 外 . 

[発生 経過 ] 越冬 態 は 上 . 3 月 中 名 に 第 1 化 が 見 られ , 5 月 下旬 に 第 2 化 , 8 月 上 名 に 第 3 化 が 見 られ る . な 
お 2 月 3 日 新竹 に て , 3 月 10 日 に 観音 に て それ ぞ れ \ の 古び た の を 観察 戒 い は 捕獲 し , 中 に は 新しい 個体 も あっ 
た 所 を 見 る と , 少数 の 個体 は 随時 羽化 する 可能 性 が ある と 思わ れる . また 冬期 に 発生 し た 個体 は 著しく 小型 で 色 
彩 ゃ 淡い ・ 




















アゲ ハ ア gZz/2o zuthus kozinga FRUHSTORFER 


ンー 


[ 食 樹 ] ザ ボ ン Citrus grandis OsBEck, ミカ ン Citrus deliciosa TENovg。 レモ ン Citrus Limon Burm f., 
テリ バ ザ ン ショ ウツ Fagara nitida Roxg.。 ツル ザン ジン ショウ Fagara cuspidata 等 ミカ ン 科 . 

[ 卵 ] 概 形 は 殆 ん ど 完 全 な 球形 , 接着 面 の み 僅か に 平ら で ある . 産卵 直後 は 淡 黄 白色 . 日 が 経つ に つれ 黄色 か 
ら 購 黄 に 変り 光沢 を 失う . 剛 化 前 に は 汚 褐色 の 斑紋 を 表わす . 径 1.2mm, 高 さ 1.0mm 程 度 . 

[幼虫] A UR 終 令 時 に 至り 美しい 
緑色 と な る . 終 令 幼虫 は 45mm 内 外 , 色彩 斑紋 は 日 本 産 (白水 ・ 原 , 原色 日 本 蝶 類 幼虫 大 図鑑 p.18) と 全く 同様 , 
の 差 が 個体 に よっ て 見 られ る . 臭 角 は や は り 同 じ く 楼 攻 色 . 
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産 多 ! 幣 化 |1 眠 起 | 2 眼 起 | 3 眼 超 4 眠 起 身 化 羽化 列 基 + 放 若 備 。 あ 


1 


5 月 15 日 15 月 20 日 }5 月 25 日 |5 月 30 日 16 月 4 日 16 月 9 日 |6 月 14 日 6 月 23 日 | 30 日 9 日 8 2 ゃ 4 

















5 月 28 日 16 月 2 日 16 月 7 日!6 月 12 日 |6 月 16 日 [6 月 21 日 | 6 月 26 日 |7 月 5 日 | 29 日 9 日 81s2 











$ 3 ゃ 2 






































6 月 4 日 6 月 8 日 |6 月 12 日 | 6 月 16 日 |6 月 20 日 16 月 24 日 |6 月 30 日 7 月 9 日 | 27 日 | 9 日 








[ 疲 〕 其 は 淡 緑 淡 黄 , 棒 褐 等 の 色彩 か ある . 食 樹 の 幹 に て 幅 化 , 体長 は 越冬 態 で 25mm 内 外 , 不 越冬 体 で 
30mm 前 後 . 
[発生 経過 ] 越冬 態 は 過 , 多 化 性 で 4 月 頃 よ り 10 月 末 迄 連続 的 に 5 て 6 回 程度 の 発生 を くり か えす . 5 月 , 8 
月 頃 に 非常 に 多い . 
(月 橋 Murraya eo が cg し. に 産卵 を 数 度 月 撃 , 飼養 し て 見 た が 育た な か っ た ) 

















オナ シア ゲハ Princeps demoleus libanius FRUHSTORFER 


[ 食 樹 ] ザ ボ ン , ミカ ン , ナツ ミカ ン , レモ ン , テリ バ ザ ン ショ ウ ) ツル ザン ショ ウ な どの ミカ ン 科 . 

〔 卵 〕 概 形 は 殆ど 完全 な 球 型 , 控 症 面 の み 僅 か に 平ら で , 産卵 直後 は 淡 黄 白色 , 日 が 経つ に つれ て 黄色 か ら 
暗 黄 色 に 変り , その 真珠 様 の 光沢 を 失う . 財 化 前 こ は 汚 褐色 の 斑紋 を 表わす . 主 に 食 樹 の 葉 裏 に 1 粒 ず つ , 径 
1.1mm, 高 さ 1.03mm 程 度 . 

[ 幼 昌 ] ユー4 令 幼虫 は 胴 部 黒褐色 或いは カー キ 色 を 帯び た 黒色 に 白 考 の あぁ る 鳥 械 状 . 終 令 時 に は 美しい 緑色 
と な る . 平常 幼虫 は 葉 裏 に 位置 し , 終 令 時 に は 枝 上 に も と まる . 終 令 幼 虫 胴 部 第 8 節 側 面 に 」 型 の 黒色 ( 白 で く 
ま ど ら れ た ) 斑紋 が ある . また 背部 第 9, 10, 11, 12 各 節 上 に 各 1 対 の 小さ い 黒 点 . 第 5, 6, 7, 8, 9, 10, 
11 各 節気 門 上 部 に 小さ い 黒 点 が ある . この 斑紋 の 単 純 さ は 一 見 し て 他 の 類 似 種 よ り 識 別 が 容易 . 体長 44mm 内 
外 , 臭 角 は 先端 部 が 美しい 樽 赤 色 を 呈し 長く , 臭い も 強い (レモ ン の 様 な くさ み )-. 

【 遇 」 アゲ ハ の 遇 に 比べ て 角 張 ら ちず まる 味 を 淀 び た 感じ , 一 般 に 食 樹 の 枝 に て 化 , 地 色 は 緑色 と 椅 色 , 褐色 
の も の が ある . 体長 30mm 前 後 . 




















産 卵 解 化 1 眠 忠 2 眠 起 3 眠 起 4 眠 起 遇 化 羽化 
4 月 17 日 | 





卵 期 二 i 
幼虫 期 | 期 期 | 備 考 


4 月 21 日 | 4 月 26 日 5 月 1 日 5 月 6 日!5 月 11 日 |5 月 16 日 |5 月 27 日 | 29 日 | 11 日 | s3 
! | に ニュ 4 


















































10 8194 





5 月 15 日 








5 月 19 日 | 5 月 24 是 | 5 月 29 日 6 月 3 日 6 月 7 日]6 月 12 日 |6 月 22 日 | 28 晶 








[発生 経過 〕 越冬 態 は 遇 , 3 月 中 名 頃 に 越冬 尋 の 上 過 化 が ポッ ポッ 見 られ , 4 月 上 旬 に は も う 随 所 に 見 られ る . 
第 2 化 は 6 月 一 ぱい . 第 3 化 は 8 月 に 見 られ る . 梅野 氏 (1934) は 3 一 4 月 , 7 一 9 月 の 年 2 回 発生 で は な いか 
と 推定 し て 居る が , 筆者 の 観察 に 依 れ ば 3 化 と 見 な す 方 が 妥当 で ある と 思う . 勿論 此 の 亜熱帯 の 台湾 で は , 随時 
母 忠 の 産卵 が 見 られ , 確実 に 1 年 に 幾 世 代 発生 する か は 母 蝶 を 飼育 する より 外 は 無い と 思う . 筆者 の 観察 は その 
発生 の 山 と 効 虫 飼育 必要 日 数 より 推 祭 し た も の で ある . 
































シロ オビ アゲ ハ Papilio polytes pasikrates FRUHSTORFER 


[【 食 樹 ] ザ ボ ン , ミカ ン , ナツ ッ ミカン, レモ ン , テリ バ ザ ン ショ ウ , ツル ザン ショ アウ. 

[ 卵 ] 卵 は 食 樹 の 新芽 , 若葉 に 1 粒 ず つ 産 付 さ れる . 概 形 は 殆 ん ど 完 全 な 球 型 . 底 着 面 の み 僅 か に 扇 平 。 産卵 
直後 は 黄 白 色 , 真珠 様 光沢 が ある . の ち 次 第 に 黄色 味 を 増し て 光沢 を 失い , 剛 化 前 に は 褐色 の 渦 斑 を 生ずる . 径 
1.2mm, 高 さ 1.1mm 程 度 . 

[幼虫 ] 近似 種 と 同種 に 若 令 幼虫 は 島袋 状 , 終 令 時 に 至り 鮮 緑 色 と な る . 体長 40 一 45mm 程 度 に 達し , 特徴 は 
第 4 ・5 腹 節 に また か る 斜 淀 は 褐色 で , 細く 白色 に 縁取 られ , 背面 で 相 接 せ ず , 左右 に 広く 離れ る . また 第 6 腹 
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節 の 斜 淀 も NN RN 
6 腹 節 の 背面 に 1 対 の 白斑 を 有する . 臭 角 は 暗 紫 赤色 で , レモ ン の 様 な 強 臭 を 放つ . 























産 卵 骨 化 ,1 眠 起 | 2 眠 起 3 眠 起 | 欠 下 其 | 天 期 | 備 考 
TT TT TT 10 日 | *B 型 
5 月 10 昌 5 月 14 日 |5 A18E 5 月 2 月 2 月 2 JE 6 月 25 日 37H | 10H | 2 





j 








映 」 頭 部 の 突起 は クロ アゲ ハ に 比べ て 短 か く 色彩 も や や 薄目 , 緑色 型 の 由 で は 腹部 背面 に 凌 型 の 黄色 部 が あ 
り , これ は 背中 線 部 を 縦走 する 地 人 色 の 部 分 に よっ て 左右 に 二分 され る . 緑色 型 と 褐色 型 の 2 型 が 認め られ る . 体 
長 28mm 程 度 . 
[発生 経過 ] 越冬 態 は 幅 . 3 月 下旬 頃 よ り 成 虫 の 飛翔 が 見 られ , 以後 10 月 末 頃 迄 殆 ん で 連続 的 に その 発生 が 見 
られ る . 年 5 回 程度 の 発生 と 推察 する . 梅野 明 氏 (1934) は 2 一 3 月 , 7 月 , 10 一 1 月 の 年 3 回 発生 と 推定 し て 
居る が , 桃園 地方 で は さり と て 大 き な 発 生 の 山 (勿論 6 月 末 か ら 7 月 に か け て 非常 に 多く な る が , これ は 一 般 の 
蝶 に も 見 られ る 繁殖 好適 期 と 言え を る の み で , それ を 1 回 の 発生 期 と は っ きり 区 切る の は 状 成 出来 な い ) も 見 当ら 
な い . この 状態 も , 前 に 述べ た オナ シア ゲハ と 同様 で ある . 



































クロ アゲ ハ Papilio protenor amaura JorDAN 





[ 食 樹 ] テリ バ ザ ン ショ ウツ , ミカ ン 類 た ま に ッ マル ザン ショ ウ に 産卵 され る 事 も ある . 
[ 卵 ] 卵 は 主 に 食 草 の 葉 裏 に 1 粒 ず つ 産 付 さ れる . 拡大 し て 観察 する と , 細く 数 多い (30 条 程度 ) 縦 人 条 の 走る 
の が 認め られ る . 産卵 当時 の 色彩 は 淡 黄 白色 で 真珠 様 光沢 が か ある か , 股 化 が 近付く た に つれ その 光沢 を 失い , 汚 宰 
色 の 斑紋 を 現 わ す . 径 1.7mm, 高 さ 1.6mm 程 度 . 

a 2 一 4 令 迄 は 鳥 輸 状 , 終 令 (5 令 ) は 鮮 緑 色 の 幼虫 と な る . 終 令 時 の 体長 50mm 内 外 に 達し , 第 4・ 


















































5 腹 節 に また が る 斜 淀 は シロ オビ アゲ ハ の 幼虫 と ほぼ 同様 の 色彩 を 持ち 背面 で 連接 する . また 一 般 的 に 殆 絞 は 良 
く 発 達し て 居る . 臭 角 は 美しい 紅色 を 呈する. 
産 卵 | 浮 化 1 眠 起 2 眠 起 3 眠 起 ,4 眼 起 ] 顕 化 羽化 区 生 員 | 瑞 期 | 備 | 
| 

















5 月 8 日 5 月 11 日 5 月 16 日 | 5 月 21 日 5 月 26 日 ]5 月 31 日 6 月 5 日 6 月 19 日 28 日 14 日 Ce 
5 月 28 日 5 月 31 日 6 月 5 日 6 月 9 日 6 月 14 日 6 月 19 日 6 月 24 日 7 月 9 日 | 27 日 | 15H |s1 




















丹 ] 義 は 食 樹 の 樹幹 。 枝 , 或 は 食 樹 か ら 離 れ た 附近 の 他 物 に 見 出さ れる 事 も 多い . 頭角 は シロ オビ アゲ ハ よ 
り も 良く 発達 し , ギザ ギザ も は っ きり し て 居る . 側面 より 見 る と 腹面 の 千 曲 は 強く , 地 色 は 緑色 の も の と 褐色 の 
ゃ の が ある. 体長 38mm 内 外 . 
[発生 経過 ] 越冬 態 は 賭 . 年 3 回 程度 。 即ち 4 月 , 6 月 下旬 , 8 月 , 勿論 その 間 随 時 ポッ ポッ と 発生 する . 栃 
野 氏 (1934) に 依 れ ば 恒 春 半 島 ク ラル で は 年 2 回 の 発生 で 1 一 4 月 , 7 一 10 月 に 出現 し , 春 , 夏 の 両 型 に 区 別 出 
米 る と 言う が 。 桃園 地方 で は , 低温 期 の 1 一 3 月 に は 殆 ん ど 成 虫 の 発見 が 無く (た だ 一 度 1961 生 3 月 5 日 に 成 中 
を 観察 し た ) 筆者 の 飼育 記録 か ら 見 て も 6 月 下旬 と 8 月 下 名 頃 に 発生 を 認め る 事 が 出来 よう ・ 












































ナガ サキ アゲ ハ Papilio memnon heronus FRUHSTORFER 


DD 
[ 卵 〕 卵 は 食 樹 の 新芽 , 若菜 に 1 信 ず つ 産 付 さ れる . 概 形 は 殆 ん ど 完 全 な 球 型 , 底 着 面 の み 僅 か に 局 平 . 産卵 
の つの De 

幼虫] 1 令 幼 虫 は 毛 子 状 , 全身 に 突起 が あり 前 胸 及 び 尾 端 の 1 対 は 特に 長い . 令 が 進む に つれ て 突起 は 減退 
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し 3 一 4 令 で は 類似 種 と 同様 鳥 槍 状 と な る . また その 地 人 色 は 著しく 緑色 を 帯 び , 終 令 (5 令 ) で 緑色 の 幼虫 と な 
る , 胴 部 は 濃緑 色 , 腹部 第 4 一 6 節 の 2 斜 帯 は 白色 網状 。 第 4 一 5 節 の 斜 帯 は 幅広 い , 臭 角 は 樽 褐色 . 終 令 幼 虫 
の 体長 は 70mm 内 外 に 達する . 

















産卵 | 貞 化 | 1 眼 起 | 2 限 起 | 3 限 起 | 4 眠 起 | 馬 化 | 羽 化 莉 電 「 衣 期 | 価 老 




















4 月 15 日 4 月 20 昌 | 4 月 25 日 5 月 1 日 |5 月 6 日 5 月 1 日 5 月 17 昌 5 月 30 日 | 31H , 18 日 | 9 舞 尾 型 
| H i 


| | 
| | 











[上 由 ] 上 帆 は 台湾 産 Papilio 属 の 中 で 最も 大 型 , 頭 部 突起 の 形態 に 著しい 特徴 を 見 る 事 が 出来 る . 近似 種 と 同 
様 に 緑色 型 , 褐色 型 の 2 型 が あぁ る. 体長 42mm 内 外 . 

[発生 経過 ] 越冬 態 は 暴 . 年 3 回 即ち 4 月 , 6 月 , 8 月 , 早い も の は 4 月 に 成虫 は 産卵 を 開始 する . 桃園 地 
方 で 無 尾 型 の @ は 珍し く , * の 大 部 分 は 有 尾 型 . 果樹 園 で 栽培 され て 居る ミカ ン 類 は , 近年 来 殺 虫 剤 を 常用 し て 
居る に も か か わ は ら ず , その 個体 数 が 減少 し な い 所 を 見 る と な に か その 他 の 野生 ミカ ン 科 が 食 樹 と な っ て 居る も ゃ 
の と 思わ れる . 








カラ ス ア ゲハ Papilio bianor takasago NAKAHARA et PsAkr 


[ 食 樹 ] カラ ス ザ ン シ ョ ュ ョ ウ Fagara ailanthoides, ミカ ン 等 . カラ テラス ザン ショ ウ に 良く つく . 

[ 卵 〕] 卵 は 食 樹 の 若葉 (主として 裏面 ) に 1 個 ず つ 産 付 さ れる . 概 形 は 殆 ん ど 完 全 な 球 型 , 底 着 面 の み 僅 か に 
扇 平 . 色彩 は 黄 白 色 , 句 化 前 の 汚 斑 の 発生 は 類似 種 に 比 し て 少 い . 径 1.3mm, 高 さ 1.2mm 程 度 . 

[幼虫 〕] 若 令 幼 虫 は 強く 緑色 を 常 び , 一 見 し て 類似 種 と 区 別 出来 る . 頭 部 は 淡 緑 色 単 眼 の み 黒 褐色 , 胴 部 の 地 
色 は 暗 青 緑色 の と 緑色 の も の が あり , 胸部 側面 の 鮮明 な 黄色 条 は 眼 状 紋 の 後方 で 消失 し , 後 胸 背 側 の 黒色 眼 状 紋 
の 中 央 に は 白線 が 走り , 下 縁 部 は 紅 褐色 を 呈す る . 胸部 背面 に は 雲 状 紋 が ある . 個体 的 変化 が 多く , 背面 各 節 に 
表 わ れ る 1, 2 対 の 時 環 に か とこ まれ た 淡 青 色 小 円 現 は , 極め て 不揃い , 臭 角 は 棒 黄 色 , 終 令 幼 躍 は 体長 50mm 前 後 . 
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産 卵 解 化 | 1 眼 起 | 2 限 起 | 3 眠 起 | 4 眠 起 | 顕 化 羽化 導 導 す | 山 期 | 値 。 考 


? |4 月 16 日 4 月 21 日 | 4 月 26 日 5 月 1 日 5 月 6 日 5 月 1 日 5 月 22H 9 9 日 」 9 1 褐色 弄 


時 
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4 月 24 日 4 月 28 日 5 月 3 日 5 月 8E 5 月 12 日 5 月 17 日 5 月 24 日 '6 月 2 日 30 日 9 日 . 9 1 緑色 


し っ 


| 


[ 問 〕 貞 の 形態 は 日 本 産 カ ラス アゲ ハ と や や 異 り , 胸 腹 境界 の くびれ は 僅か に 見 える の み で , 全体 的 に 姿 型 に 
見 える , 全面 的 に 局 平 な 感じ を 持ち , 一 見 し て 類似 種 よ り 区 別 出 来る . 体長 35mm 内 外 . 

[発生 経過 ] 越冬 態 は 晒 , 3 月 中 名 頃 よ り 春 型 の 発生 を 見 (第 1 化 ), 4 月 末 に は も る う 春 型 と 夏 型 の 混合 飛 逆 
を 見 る . また 此 の 時 期 に も , 非常 に 新鮮 な 春 型 の 個体 も ある 所 を 見 る と , 春 型 の 発生 も 随分 まち まち で ある 事 が 
わか る . 6 月 上 旬 に に 第 3 化 が 見 られ , 8 月 中 旬 に は 第 4 化 , 年 に 4 回 の 発生 と 思わ れる . 



































キチ ョ ウ Eurema hecabe hobsoni BOTLER 


[ 食 草 ] タイ ワン ュ バ ン ノ キ Phyllanthus reticulatus PorR.( タ カト ウ ダ イ 科 ), 白水 隆博 士 は 1961 年 台湾 蝶 類 
調査 の お り , マメ 科 の メド ハギ 及び クロ ウメ モドキ 科 植 物 に 産卵 を 見 た と 言わ れ て 居 ら れる が , 私 は 花蓮 港 に て 
タイ ワン クロ ウメ モドキ に 産卵 を 観察 し た が 此 の 地 で は 残念 生 ら まだ 上 記 植 物 以外 に 産卵 を 目 沿 し た 事 が 無い . 

[ 卵 ] 卵 は 食 草 の 新 工 , また は 若葉 の 表 に 1 個 ずつ 産 付 さ れる . 概 形 は 編 鍵 形 で , 側面 に は 顕著 な 縦 条 が 多数 
に 走り , また 縦 条 間 に 多数 の 横 条 が 観察 され る . 色彩 は 乳白 色 , 径 0.5mm, 高 さ 1.2 一 1.3mm 程 度 . 

[幼虫] 若 令 幼虫 は 静止 の 場合 常に 食 草 葉 表 の 主 脈 上 に 位 置 する . 終 令 幼 虫 は 体長 30mm-35mm 程度 に 達 
し 頭 部 は 前 面 か ら 見 れ ば ほぼ 円 型 , 地 色 は 白 味 を 帯び た 緑色 に 暗 緑 色 の 細か い 網 状 紋 を 具 え 肉眼 で 見 た 色彩 は 
胴 部 と 異な ら な い . 胴 部 背面 は 緑色 , チリ メン 状 の 凹凸 が 一 面 に あり 気 門 線 に 向い や や 白色 を 常 び , 背 線 は 地 色 
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My、 NSRE2Ne0T DN ON 


産卵 騨 化 | 1 限 超 | 2 眠 起 3 眠 起 | 4 限 起 上 遇 化 羽化 | 四 期 | 衣 因 
4 月 22 日 |4 月 26 日 を 20 月 5 月 4 日 5 月 9 日 5 月 4 日 5 月 19 日 5 月 26 日 | 27 日 7 日 

















5 月 3 日 5 月 7 日 5 月 0 日 5 月 14 日 5 月 19 昌 5 月 24 日 329 4 日 2 6 日 


CRON 気 門 線 に は 鯉 明 な 白 条 が 前 胸 前 線 か ら 末 端 の 肛 上 板 両 側 に 達し その 幅 は 全 
生 っ 





備 考 
82y2 





6 1%2 



































局 平 と な る . 頭 部 突起 は 先端 に 向っ て や や 細 ま る が ER 側面 の 校 は 


6 月 11 日 | 6 月 14 日 | 6 月 17 日 6 月 20 日 | 6 月 28 日 6 月 28 日 |7 月 3|7 月 10H| 2 7 日 


81%1 


[ 疲 〕) 帆 は “は と むね 型 " で , 体 の 中 央 附近 で 腹面 に 強く 張 出 し , 張 出 し の 最高 部 より 贅 端 部 に か け て 次第 に 
弱く 赴 部 に お いて 


の みや や 顕著 . 色彩 は 淡 緑 色 , 若干 の 暗色 瑞 は 個体 た よっ て 落し い 多 冥 が 見 られ る . 羽化 が 近付く に つれ て 競 部 
OAI A CE NE 


め と な る . 


[発生 経過 〕 越冬 態 は 成虫 . 殆 ん ど 1 年 中 成虫 の 飛翔 が 見 られ , 3 月 末 一 4 月 上 名 に 冬 型 の 母 蝶 は 産卵 を 終え , 





6 月 上 名 に 第 2 回 目 の 産卵 が 行わ れる . 8 月 と 10 月 に 各 1 度 . この 10 月 頃 に 産 付 され た 卵 か ら 骨 化し た 幼虫 は 開 





に な り , 随時 気温 の 転 好 と 共に 羽化 する . 12 月 頃 以 外 は 成虫 の 多 宴 こそ あれ その 飛翔 が 見 られ る 


モン シロ チョ ウ Pieris rapae crucivora BoispUvar 





る 。 


〔 食 草 ] キャ ベッ , ハク サイ , ダイ ュ コン, マメ グン バイ ナズナ 等 の 栽培 及び 野生 の アプ ラナ 科 植 物 . フ ウチ ュ 


ウソ ツウ 科 植 物 も 食べ る . 


( 卵 ) 卵 は 食 草 の 葉 (主として 葉 裏 ) に 1 個 ず つ 産 付 され る . 概 形 は 紡 鍵 型 で ほそ 長く , NN 
縦 隆起 条 が 走り 。 これ を つなぐ 横 の 隆起 条 は 密 で 弱い . 産卵 当時 は 淡 黄 色 。 の ち 次 第 に 漠 昔 色 と な る . 径 0. 





mm。 高 さ 0.5mm 程 度 . 


[幼虫 ] 初 令 幼虫 は 淡い 茶褐色 , 2 令 以 後 終 令 て 5 令 ) に 至る 人 迄 門 緑色 . 胴 部 は 細長 い 円 筒 型 前 後 端 で や や 








細 ま り 腹 部 各 節 に SN 腹部 各 節 気 門 線上 に 2 黄色 紋 が あり , その 一 つ は 気 門 を 環状 に 囲 


み , 他 の 一 つ は 気 門 の 後方 に ある . 中 後 胸 で は 各 節 気 門 線上 の 黄色 紋 は 1 個 . 気 門 線 よ り 下 方 で は 色彩 は 淡色 と 





な る . 終 令 幼 








産 | 上 LE EL 独 期 








Nu 期 | 備 





5 月 10 日 | 5 月 18 日 5 月 16 日 5 月 19 日 , 5 月 22 日 PP 5 月 30 日 6 月 lb 20 日 | 6 日 











6 月 11 昌 16 月 14 6 月 17 日 | PH 6 月 25H 6 月 25H 6 月 30 日 7 月 6 日 19 昌 6 日 


で 飼育 








育 方 に 膨 出 する . 頭 部 中 央 前 端 に は 1 本 の 先端 に 向っ て 細 ま る 突起 か ある . 腹部 第 2 節 よ り 側 面 





L 商 〕 腹面 は 接着 物 に 相 接 し 側面 か ら 見 れ ば ほぼ 直線 状 , 背中 線 は 顕著 な 稼 と な り 中 胸 育 中 線 は や や 平板 状 に 


を 通っ て 尾 端 両 


側 角 に 達する 顕著 な 稼が か ある . これ は 第 2 3 腹 節 に お いて 強く 突出 する . 色彩 は 灰 褐色 , 其 の 他 の 遇 は まだ 発 





見 し て 居 な い . 体長 18mm--20mm 程 度 . 


[発生 経過 ] 過去 数 年 モン シロ チョ ウ は 非常 に 少く て 殆 ん ど 採 取 記録 が な か っ た が か が, 去年 (1962) 今年 (1963) 
と か け 非 常に 多く 発生 し て 居る . 越冬 成虫 は 3 月末 産卵 を 終え 4 月 中 旬 に は 羽化 , 産卵 . 6 月 に 第 3 化 が あり, 





高温 期 に は 成虫 が 見 当たら な い ・ 


カバ マダ ラ Limnas chrysippus LiNNE 


[ 食 草 ] トウ ワタ Asclepias curassavica ( ガ ガ イ モ 科 ). 野外 で は 未だ キジ ョ ラン を 食べ て いる 幼虫 は 見 た こ 


NT エー 
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と が な い . 
[ 卵 ] 卵 は 主 に 食 草 葉 在 に 1 個 ずつ 産 付 さ れる . 概 形 は 砲弾 型 。 上 面 中 央 部 の 精 孔 部 は 凹 ま ず , 側面 を まる 縦 











条 は 16 一 18 条 程度 . 色彩 は 僅 に 黄 公 味 を 淀 び た 白 色 . 弁 化 が 近付く に つれ て 晴 色 の 度 を 増す . 径 0.75mm, 高 
さ 1.0mm 程 度 . 

し 幼虫] 若 令 幼虫 は , 葉 斉 に 静止 し 自分 の まわ り を 円 型 に 中 心 を 残し て 輪 を 描き 葉脈 と 表皮 を 残し て 摂 食す る 
終 令 幼 是 は 35mm 程 度 に 達し , 胴 部 は ほぼ 一 様 の 太 さ の 円 筒 型 , 前 後 端 で 多少 細 ま り , 中 胸 , 第 2 及び 第 8 腹 術 


の 亜 背 部 に 細長 い 1 対 の 鞭 状 突起 が あり, その うち 前 方 の 1 対 は 特に 長く ,。 あと の 2 対 の 長 さ は 約 そ の 半分 . こ 
れ ら の 突 NN 5 中 胸部 の も の は 基部 が 紫 褐 色 を 葵 び る . 胴 部 は 褐色 , 黄色 , 銀 白 色 の 三 色 より な る 美しい 
慎 縛 模様 を 上 ええ る. 各 体 節 は 背面 で は 前 方 か ら 褐 a 腸 広 い 銀 自 色 。 机 人 銀 白 色 , 幅広 い 黄 色 , (これ は 背 線 

部 で 補色 部 に より 二分 され る ), 褐色 , 銀 白 色 , 褐色 , 銀 白 色 , 褐色 , 黄 白 色 の 部 分 が 横 知 状 に 並ぶ が , 気 門下 
Ma2Hiie の PPP DP 一 般 的 に 褐色 地 色 は 強い 量 味 を 帯び て 居 て , 黒色 と 
言っ た 方 が 良い と る も 思わ れる . 


Li 






























































We | a = | 卵 期 二 は 6 
産 卵 解 化 | 1 限 起 | 2 眠 起 3 恥 起 | 昌 人 | 層 期 備 孝 
| 1 | 
6 月 20 日 6 月 23 日 |6 月 25H 6 月 27 日 6 月 29 日 7 月 1 日 7 月 8 11 | 7 日 |e1 
6 月 20 日 | 6 月 23 日 6 月 25 昌 6 月 27 日 6 月 29 日 7 月 2 日 7 月 9 日 12H | 7 日 e181 
和 〕 概 形 は 涼味 の 強い ダル マ 現 で 尾 端 の 懸 垂 器 の み が 棒 状 に 突出 する . 色彩 は 灰 椅 公 型 と , 緑色 型 の 2 型 が 





ある . 第 3 腹 委 の 後 締 に 近く 側 画 ( 郊 部 と 腹部 の 境界 部 ) より 育 面 を まわ る 半 環 状 の 顕著 な 稼が あり , その 入 の 
oe ・ 入 の 後面 は 黄金 色 に 燃 く . 頭 部 前 端 の 1 対 の 微小 隆起 は 黄金 色 , その ほか 中 胸 背 面 に 2 対 , 前 次 
基部 に 1 対 , 前 次 前 縁 に 近く 腹面 に 1 対 の 黄金 色 小玉 点 が ある . 尾 端 の 抄 垂 剖 及 び こ れ に 続く 腹面 の 際 起 状 は 里 
紀 目立つ . A 将 . 
[発生 経過 〕 越冬 態 は 幣 , 4 月 項 よ り 10 月 頃 途 連 続 的 に 発生 が くり 返 え され , 非常 な 多 化 性 で ある . が 一 般 的 
に 個体 数 は あま り 多 く な い . 























スジ グロ カバ マダ ラ Salatura genutia CRAMER 


[ 食 草 ] キジ ョ ラン Marsdenia tomentosa Morr. et DEcnNgs. 

[ 卵 〕 卵 は 食 草 の 葉 裏 に 1 粒 ずつ 産 付 され る . 概 形 は 砲弾 型 で 上 面 中 央 の 精 孔 部 は 凹 ま ず , 側面 を 上 方 より 底 
着 面 に 向っ て 17 条 程度 ii また 2 人 条 に 別れ る 部 分 が 多い ) の 縦 条 が 走る . 色彩 は 白色 , 購 化 が 近付く に つれ 
て 黒 化し 内 部 の 幼虫 の 動き が 観 窪 さ れる . Ne 

[幼虫 ] 幼虫 の 概 形 は カバ マダ ラ と 類似 する が , 3 対 の 鞭 状 突起 の 約 3 分 の 1 が 橋 褐 公 ( 共 部 う ) 背 線 部 で 時 
色 地 色 に より 二分 され た 幅広 い 黄 色 部 前 面 の 銀 白 公 (幅広 い ) は 5 点 程 度 に 分 れ , 後部 の 銀 白 色 も また 数 点 に 分 
れる 事 に 依り 容 克 に 識別 出来 る . 終 令 幼虫 は 36mm 程 度 . 



































| 2 a 8 I 卵 期 十 a | 
産 卵 角 1 2 也 起 | 9 限 皿 ] 若 化 羽化 | 効 加 基 | 期 期 | 
5 Hm 5 20H 5 HH 56 5 8H 5 0R 6 月 5 DR @ 旨 (6 


ーー 


























| 
5 月 25H 5 月 28H 5 月 30H 6 月 1 日 6 月 3 6 月 5H 6 月 13H 11H | 8 














[ 疲 〕 概 形 は 丸 味 の 強い ダル マ 型 で 尾 端 の 懸垂 吹 の み が 棒 状 に 突出 する . 色彩 は 落 桃 公 と 緑色 の 2 型 が ある . 
第 3 腹 節 の 後続 に 近く 側面 (次 部 と 腹部 の 境界 部 ) より 背面 を まわ る 半 環 状 の 鍵 基 な 和 か あり 。 その 和 の 先端 部 
は 黒色 . 校 の 後面 は や や 銀 白 色 に 近い 黄金 色 . 頭 部 前 端 1 対 の 微小 際 突 起 は 黄金 色 , を の ほか 中 胸 背 面 に 2 対 。 
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前 麹 基部 (側面 ) に 1 対 , 前 麹 前 縁 に 近く 腹面 に 1 対 の 黄金 色 小玉 点 が ある . 尾 端 の 懸 研 痴 及び これ に 続く 腹面 








の 隆起 条 は 黒色 で 目立つ . 体長 17 一 18mm 程 度 . 

[発生 経過 ] 越冬 態 は 眠 , 第 1 化 は 5 月 頃 , それ 以後 は 羽化 が 非常 に まち まち で 10 月 末 頃 迄 そ の 発生 が 見 られ 
る . 此 の 種 は 観音 地方 最も 普通 な 蝶 で 個体 数 は 非常 に 多い . 台湾 で 過去 記録 され た 食 草 は トウ ワタ ( 恭 南 1927) 
で ある が 観音 地方 で は トウ ワタ は あま り 自 生 し て 居 ら ず , 大 部 分 の 食 草 は や は り ガ ガイ モ 科 の キジ ョ ラン で ある . 
また 梅野 氏 の 述べ る と こと ろ に よれ ば , “ 宮 湾 南部 クラ テル 付近 で は 冬期 に 多く 4 一 7 月 に は 殆 ん ど 得 られ な い " と 
ある が , これ は 面白 い 現象 で , 台湾 中 部 は 如何 な る 状態 で ある か 調べ て 見 た いと 思っ て 居る . 


























ヒメ アカ タテ ハ Vanessa cardui cardui LINNE 


[ 食 草 ] チチ ュ グ サ Grnaphalium japonicum THUNB.。 チチ ュ コグ サモ ドキ Gnaphalium indicum LL. 

[ 卵 ] 卵 は 食 草 の 葉 裏 に 1 個 ずつ 産 付 さ れる . 概 形 は 育 の 低い ビー ル 栓 型 . 側面 を 縦走 する 隆起 条 は 12 本 程度 
色彩 は 湊 緑 色 , 径 0.65mm, 高 さ 0.7mm 程 度 . 

[幼虫 ] 幼虫 は 好 ん で 数 枚 の 葉 を つづ り 合 せ て 巣 を 作る . 終 令 幼 虫 は 体長 40mm 内 外 . 胴 部 は 長い 円 筒 型 . 前 
後方 に 向っ て や や 細 ま る . 束 状 突起 の 排列 は 前 方 か ら 0, 4。 4 7, 7, 7, 7, 7, 7, 7, 7, 2, 2, で 計 68 本 , 胴 
部 の 地 色 は 黒褐色 . 各 体 委 に 淡 黄 , 淡 青 緑 , 淡 黄 , 淡 青 緑 , 淡 青 縁 の 波状 紋 が あり , また 背 線 部 の 両側 , 気 門 上 
線 ( 不 連続 ) に 淡 黄 色 条 , 気 門下 線 は 淡 苗 白色 の 条 が 通る . この 人 色彩 は 日 本 産 ヒ メア カタ テハ に 比 し て は る か に 
鮮明 で 美しい - 














ヽ ヾ 



































産 卵 | 庄 化 1 限 起 2 眠 起 3 眠 起 |4 眠 起 . 央 化 | 羽化 | 凛 正 其 | 期 期 備 考 
4 月 4 日 4 月 9 日 4 月 3 日 4 月 18 日 4 月 22 昌 4 月 26 日 4 月 30 日 5 月 7 日 26H 














7 日 」$1 











| 
| : ! | Fe | 
4 月 6 日 4 月 11 日 4 月 16 昌 |4 月 91 日 4 月 25 日 4 月 29H 5 月 3 日 5 月 10H 27H 7 1 














[ 疫 〕 頭 部 の 突起 は 発達 せ ず , 亜 背 突起 , 背中 突起 , 気 門 上 及び 気 門下 突起 , 前 , 中 脚 上 の 病状 突起 等 , すべ 
て の 突起 は に ぶ い 黄金 色 に 交 く . 体 の 地 色 は や や くす ん だ 黄金 色 に 灰 青 色 が 混じる . 懸垂 器 は 背面 より 腹面 に か 
け て (両側 を 除く ) 黒褐色 . 体長 22mm 程 度 . 

[発生 経過 〕 越冬 態 は 成虫 螺 の 両方 . 早春 2 月 中 名 に 第 1 化 が あり , 3 月 , 4 月 , 5 月 と 成虫 の 数 は 多め に 
な る . だ が 高温 期 に 入れ ば , 食 草 は 死滅 し 一 体 ど う 言 う 状態 で 此 の 高温 期 を 越え て 居る の か わか ら な い . 晩秋 に 
か け 再 び 成 虫 の 発生 が 見 られ る . 一 般 的 に 個体 数 は 多く な い . 台湾 で は アザ ミ , ヨモギ な ど が 食 草 と し て 記録 さ 
れ て 居る が (三輪 , 1943), 筆者 は まだ アザ ミ に つい た 幼虫 を 観察 し た 事 が 無い . 或いは 地域 に 依る 食 草 の 選 
差 か も 知れ め ぬ ・ 

















ツマ グロ ヒョウ モン Argyreus hyperbius hyperbius LINNE 


[ 食 草 ] ツボ スミ レ Viola verecunda A. Gray var. typica Makino 

[ 卵 ] 母 喋 は 食 草 の 附近 に お り 立 ちあ ちこ ち 歩 き 年 ら 食 草 の 葉 裏 , 附近 の 雑草 枯葉 , 時 に は 地面 に も 産卵 する . 
1 個 ず つ 産 付す る . 概 形 は 背 の 高い まん じゅ う 型 で 径 より ゃ も 背 が 高い . 20 条 程 の 乱雑 な 縦 隆起 条 と , それ を つ な 
ぐも や や 浅 目 の 横 隆起 条 が ある . 色彩 は 淡 黄 色 . 径 0.75mm, 高 さ 0.9mm 程 度 . 

[幼虫 ] 終 令 幼虫 は 体長 40 一 45mm 程 度 に 達し , 頭 部 は 黒色 光沢 は 弱い . 胴 部 は 円 筒 型 で 長く , 前 後 端 で や や 
細 ま る . 突起 の 数 と 排列 は 近似 種 と ほぼ 同様 . 突起 は 先端 近く で 急 に 細 ま る . 突起 の 先端 は 黒色 , 下 半 及 びそ の 
基部 は 椅 赤 色 , 胸部 の 突起 は 殆 ん ど 或 い は 全く 黒色 と な る . 突起 上 の 分 枝 は 黒色 . 胴 部 は ビロード 状 の 黒色 で 背 
線 は 朱 赤 色 (3 令 時 白色 ) で 幅広 く 鮮 明 , 背中 線 で 二分 され な い . 気 門 , 胸 , 腹 財 も 黒色 . 
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産卵 | 角 化 | 1 眠 超 | 2 眼 息 | 3 眼中 














4 限 起 | 顕 化 | 羽化 半 間 区 期 代 。 考 
6 月 2 日 6 月 7 日 6 月 11 日 6 月 14 日 6 月 18H 6 月 21 日 6 月 25 日 7 月 4 日 23H 9 |e2 











| 
| | | | 『 ! 
6 月 23 日 6 月 27 日 7 月 1 日 7 月 3 日 7 月 6 日 7 月 8 日 7 月 15 日 7 月 24 日 22 日 。 9 日 8395 
・ ! i 1 ] 




















[発生 経過 ] 台湾 の 北部 より 中 部 に か け て は 低 山 地 一 山地 に 普通 で (梅野 , 1936) と ある が 平地 に も 多い . 越 
冬 態 は まだ わか ら な い が 3 月 に は 成虫 (非常 に 新鮮 な 個体 ) の 飛 郊 を 見 る . 5 月 第 2 化 , 6 月 , 7 月 , 8 月 , 
9 月 と 6 回 に わた る 羽化 が 観 放 さ れ た . 


ヽ 
\ 


メス アカ ムラ サキ Hypolimnas misippus LINNE 


[ 食 草 】 スベ リヒ ニュ Portulaca oleracea L. 

[ 卵 〕 卵 は 食 草 の 葉 裏 及び 附近 の 雑草 上 に 1 個 ず つ 産 付 さ れ る. 概 形 は ほぼ 球 型 . 底 着 面 は 平たく 頂 端 は 凹む . 
側面 に は 12 条 程度 の 縦 際 起 条 が 等 間隔 に 並ぶ . 色彩 は 淡 緑 色 . 径 0.6mm, 高 さ 0.5mm 程 度 . 

[〔 幼 虫 ] 終 令 幼虫 は 体長 45mrmm 内 外 に 達し , 頭 部 に は や や 長い 2 本 の 束 状 突起 を 具 え る . 胴 部 は 円 筒 型 . た だ 
胸部 で は 前 方 に 向っ て 強く 細 ま る . 育 線 列 の 突起 は 第 1 一 8 腹 節 に あり , 第 8 腹 節 で は 2 本 が 前 後に 並ぶ . 亜 背 . 
列 の も の は 第 2 一 8 腹 節 に , 気 門 上 列 の も の は 中 胸 一 第 10 腹 節 に , 気 門下 列 の も の は 前 胸 一 第 8 腹 島 に ある . な 
お 気 門下 線 に 鮮明 を 欠く 幅広 い 村 褐 色 帯 が 走る . 気 門 は 黒色 . その 周囲 に 棒 褐 色 環 が ある . 胸 腹 脚 と 腹面 の 突起 
































は 桶 褐 色 . 
産卵, 里 化 1 眠 起 |2 眠 起 3 眠 起 | 4 眠 起 疫 化 羽化 記者 届 期 備 考 

















6 月 90 月 8 月 6 日 7 月 9 日 7 月 127 月 15 四 7 月 20 日 7 月 28 日 20 昌 | 8 日 88 


| | i 
8 月 22 日 18 月 26 日 8 月 30 9 月 7 日 | 20 昌 | 














る 7, "4 の 平 
9 日 | 功 休 





8 月 10 日 8 月 3 日 8 月 16 日 8 月 19 


| 





[ 映 〕 頭角 は 発達 弱く 突起 は 細く その 先端 は 鋭く と が る が 短 か い . 色彩 は 褐色 . 不 規則 な 暗色 斑 が ある. 体長 
2023mm 程度 . 

[発生 経過 ] 4 月 中 旬 よ り そ の 発生 を 見 る . 7 月 下旬 あたり が 最も 多く 10 月 下旬 に 姿 を 消す . 越冬 態 は 不明 . 
非常 に 多 化 性 で 常に 新しい 個体 の 飛翔 が 見 られ る . 





リュ ウキ ュ ウ ムラ サキ Hypolimnas bolina kezia BuTLER 


[ 食 草 】 ヒル ガオ 科 の サツマ イモ lpomoea Batatas L. 

[ 卵 ] 卵 は 葉柄 や 葉 裏 に 1 粒 ず つ 産 付 さ れる . 概 形 は まん じゅ う 型 . 頂部 は 平 で 側面 に は 11 条 程度 の 縦 隆起 条 
が 等 間隔 に 並ぶ . 色彩 は 乳白 色 , 縦 隆起 条 は 白色 , 径 0.75mm, 高 さ 0.85mm 程 度 . 

[幼虫 ] 終 令 幼虫 の 頭 部 は 棒 褐 色 , 頭 部 概 型 は 方 型 に 近く , 中 縫 線 は 深く 凹む . 頭頂 板 の 頂 端 に 長い 1 対 の 東 
状 突起 を 具 え , 単眼 と と も に 色彩 は 黒色 . 胴 部 は 円 答 型 で 長く 前 後 端 で や や 細 ま る . 突起 の 数 は 4, 10, 10, 11, 
13, 11, 11, 11, 11, 11, 8, 2, 2, 背 線 , 亜 痛 線 , 気 門 上 線 , 気 門 線 等 の 突起 は ほぼ 同じ 長 さ で , 気 門下 線 の 
突起 の み 短 小 , 突起 の 色彩 は 黄 椅 色 . その 上 の 分 枝 は 掲 色 , 胴 部 の 地 色 は 淡 褐 色 , 気 門 線上 に 黄 棒 色 の 線 が あり , 
胸 , 腹 脚 と も に 椅 色 , また 気 門 は 同じ く 黄 棒 色 に より くま 取ら れ て 居る . 

















産 罰 名 化 |1 眼 起 | 2 眼 超 | 3 眼 起 | 4 眼 起 | 靖 化 選 化 | 独 二 中 訪 期 備 考 


7 月 1 日 |7 月 4 日 7 月 6 日 7 月 9 日 7 月 14 日 |7 月 17 昌 7 月 2 日 |7 月 29 昌 | 21H | 7 | 92, 61 | 
| i | ! 


| 

















[ 映 ] 疲 の 色彩 は 茶褐色 . 体長 24mm 程度 > ゴ ッ ゴ ッ し た 感じ の 顕 , 概 形 は ッ > マグ ドド ヒョウ モン の 遇 に 類似 す 
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8 月 年 3 回 程度 の 発生 と 推察 





タテ ハモ ドキ Precis almana almana LINNE 


[ 食 草 ] スズ メ ノ ト ウ ガ ラ ン Bonnaya veronicaefolia SrrENG. 

[ 卵 〕 卵 は 食 草 附近 の 地面 や 他 の 植物 や 枯 菜 に 1 個 ず つ 産 付 され る . 概 形 は ほぼ 球状 . 側面 に 12, 13 条 程 度 の 
(類似 種 に 上 比 し て や や 低 目 の ) 縦 隆起 条 か あり 頂部 は 僅か に 凹む . 人 色 * SO 
高 さ 0.6mm. 

[幼虫 ] 終 令 幼虫 は 体長 35 一 40mm 程度 に 達し VO 左右 頭頂 に 短 か い 球状 突起 が ある . 胴 部 は 円 筒 
型 , 球状 突起 は 胴 部 の 大 さ に 較べ て 短 か い . 胴 部 各 節 に お ける 球状 突起 は 前 方 か ら 4, 10, 10, 11, 11, 11, 11, 
11, 11, 11, 8, 2, A 型 で は 
比較 的 に 色 く 発達 , 冬 型 で は 殆 ん ど 消 失 す る . 気 門下 線 の 近傍 は や や 淡色 , 気 門 , 胸 , 腹 脚 は 地 色 と 同色 . 
































産卵 | 帳 化 ,1 眼 超 」2 眼 起 3 眠 起 | 4 眠 直 化 寺 旧 | 琶 期 | 備 。 考 
7 月 2 日 7 月 5 日 7 月 8 日 |7 月 10 日 7 月 12 日 7 月 14 日 7 月 18 日 7 月 26 日 16 日 | 8 日 | 83,*1 

















[上 映 〕 頭角 は 痕跡 的 で その 突出 は 無い . 亜 背 列 の 突起 は いぼ 状 で 小さ く , 中 胸 よ り 第 7 腹 節 に 豆 る 各 節 に 存在 
する が か が, 前 3 節 で は 特に 小さ く , 第 2 腹 節 の も の は 最大 . 色彩 は 淡 褐 色 の 地 に 灰 白 , 黒 褐 の 種々 の 程度 の 濃度 の 
斑紋 が ある . 体長 20mm 内 外 . 

[発生 経過 ] 越冬 態 は 成虫 , 一 年 中 成虫 数 の 多 放 こ そ あ れ 随 時 成虫 が 見 られ る . 夏 型 は 4 月 より 11 月 まで , 冬 
型 は 12 月 より 3 月 迄 , 最も 多い 蝶 で ある 
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アオ タテ ハモ ドキ Precis orithya orithya LINNE 


[ 食 草 ] キツ ネ ノ マ ゴ Justicia procumbens し. 

卵 ] 卵 は 食 草 の 花穂 歌い は 菜 又 は 附近 の 雑草 等 に 1 個 ず つ 産 付 さ れる . 鬼 形 は ほぼ 球 型 に 近く 頂 部 は や や 思 
み 側 面 に は 12 本 程度 の 縦 隆 起 条 が 等 間隔 に 正しく 並ぶ . 色彩 は 緑色 , 統 隆 起 条 は 白色 , 径 0.7mm, 高 さ 0.6mm 
程度 . 

[幼虫 ] 終 令 幼 虫 は 38mm 一 44mm 程度 に 達し , 頭 部 は 黒色 , 頭頂 より 側面 に か け て 橋 褐 色 を 淀 び , 左右 の 頭 
頂 に は 1 対 の 短 か い 瑞 状 突起 が ある . 胴 部 は 円 筒 型 , 一 状 突起 は 胴 部 の 大 さ に 較べ れ ば 短 か い . 束 状 突起 の 配列 
は 4, 10, 10, 11, 11, 11, 11, 11, 11, 11, 8, 2, 2, の 113 本 . 突起 を 含め て 胴 部 の 色彩 は ビロード 様 の 黒色 , 
背 線 は 殊 に 黒い . 全面 に 青白 色 微小 葉 を 散布 する . 前 胸 亜 育 列 及び 気 門下 列 の 瑞 状 突起 の 基部 に 椅 黄 人 色 下 が あり 
その 基部 と 基部 を つなぐ 様 に 1 条 の 灰白色 の 線 が 通る . また 頭 部 と 胴 部 間 に 樽 色 の 部 分 が 観察 され る . 


~ 卵 其 


産 四 通化 | 2 眼 起 | 8 眠 起 章仁 考 | 
| 


6 月 23 日 6 月 2 日.6 月 28 日 6 月 30 日 7 用 2 時 7 月 6 日 7 IO 7 A16E 17 日 ! 6 日 | sn \ 1 
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8 月 5 日 8 月 8H8 月 10 8 月 12 日 8 月 14 日 8 月 19 日 8 月 24 日 9 月 1 日 19 日 8 日 82) 上 


| 














[ 疫 】 概 形 は タテ ハモ ドキ と ほぼ 同様 , 胸部 側面 の 2 対 の 突起 は タテ ハモ ドキ に 比べ て 短 か い . 色彩 は 紫 味 を 
混 び た 褐色 , 前 種 の 上 疫 と ほぼ 同様 な 位置 に 灰 白 斑 が ある . 体長 20mm 内 外 . また 黒色 地 色 の も ある . 

[発生 経過 〕 殆 ん ど 周 年 連続 的 に 発生 する , 夏 型 と 冬 型 に ち け られ る が その 次 化 は 連続 的 で , 高温 期 と 低温 期 
の 中 間 に は , 夏 冬 2 型 が 雑 大 する 以外 その 中 間 型 も 発生 する . 3 月 , 5 月 , 8 月 に 個体 数 は 多く な る . 越冬 態 は 
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成虫 . 食 草 に キン ギョ ソ ツ Antirrhinum majus 上 上. を 与え て も 良く 成長 する が , これ は 元 来 舶来 植物 で ある の 
で , 自然 状態 に 於 て これ が 食 草 と な る か は , 現在 の と ころ まだ わか っ て 居 な い . 





タイ ワン ホシ ミス ジ Ladoga sulpitia tricula FRUHSTORFER 








[ 食 草 ] ビ ロ ウ ドス イカ ヅラ Lonicera japonica 上 huNB. var. sempervillosa HAyATA 
【 卵 ] 母 蝶 は 食 草 葉 上 に 止 り , 食 草 の 葉 の 舌 端 に 歩い て き 1 個 ず つ 産 付す る . 概 形 は ほぼ 球 型 , 接着 部 の み 局 
平 2 の 状 の 凹み が あり , 網状 際 起 部 より あら い 無 色 の 先端 球状 を 星 す る 著 状 突起 を 生じ その 長 














さ は 約 0.1mm 程 度 , 色彩 は 湊 い カー キ 色 , 光沢 が ある . 径 0.8mm, 高 さ 1.0mm 程 度 . 

[ 幼 昌 〕 帳 化 し た 初 令 幼 息 は 食 草 葉 表 先端 に 吐 糸 で 台座 を 作り , 葉 の 両側 強 か ら 主 脈 ま で 八 の 字 型 に 摂 食す る 
杏 座 の 長 さ は あま り 長 く な い が 摂 食 の 場合 に , 食 草 の 主 脈 の み を 残し , また か み 切 られ た 部 分 が 枯れ 去る の で 台 
座 は 長く 見 える . 的 食 時 以外 の 幼虫 は 頭 部 を 外向 け に し て 台座 上 に 静止 する . 若 令 幼 虫 は 灰白色 地 色 の 体 色 で 終 
令 時 に 緑色 と な り 緑 菜 上 に 静止 する . 終 令 幼 虫 は 体長 35mm 内 外 に 達し 頭 部 の 概 形 は 下 ぶ くれ の し た 縦長 の 円 形 
に 近く , 頭頂 部 より 側面 に か け て 円 鐘 状 の 突起 が あり , 前 面 の 突起 は 短 か い . 顔面 の 地 色 は 黒褐色 , 中 縫 線 より 











ニン 




















郁 頭 縫 線 に そい 八 の 字 状 の 汚 白 色 紋 が 大 く , 前 頭 の 中 央 部 に 細い 汚 白色 条 た 頭 本 も 白色, 突起 は 淡 黄 色 , 
RI RSS 司 目 の 2 の 05 の Si 前 壮 は 
く 目 む . 終 令 幼 虫 の 胴 部 は ほぼ 円 筒 形 , 中 胸 , 第 1 腹 節 で 太く , それ より 尾 端 に 向っ て 僅 に 細 ま る . 亜 背部 各 節 





A 後 胸 及び 第 2, 7 , 8 用 節 の 球状 突起 は 特別 長く , 第 1 腹 節 の は 殆 ん ど 
距 跡 を 残す 程度 . 各 節 気 門 上 線 気 門下 線 に も 微小 な 突起 が ある . 胴 部 背面 の 地 色 は 漢 緑色, 胴 部 全面 に ある 鐘 状 
微小 際 起 は 白色 を 星 す る . 気 門下 線 に 向っ て 胴 部 の 地 色 は 滞 次 黄色 を 葵 び , 気 門下 線 の 突起 列 は 黄 白 色 , 気 門 は 
白色 , その 外 環 は 黒褐色 , また 背 亜 部 の 球状 突起 は 矢 端 部 に 近付く に つれ て も 殆 ん ど 細 ま ら ず 棒 状 を 呈す る . 中 
胸部 の 1 対 は 淡 紫 人 色 . その 他 は 基部 が 淡 紫 色 , 笑 端 部 は 淡 緑 灰色 , 束 状 突起 一 面 に 分 布 す る 分 枝 は 不揃い で 色彩 
は 束 状 突起 と 同様 。 また 長 目 の 分 枝 は 失 端 が 黒色 , 最 欠 端 部 は 淡 黄 色 . 


] | 考 
帆 期 . 備 考 」 












































| 産 罰 | 基 化 | 1 過 起 2 眠 超 | 3 随 起 4 眠 直 岬 | | 間 上 期 「 | 
|6 月 30H'7 月 4 日 7 月 7 日 7 月 10H 7 月 18H 7 月 16 昌 7 月 23 日 7 月 0 日 24 日 | 7 日 | 8 2, 1 























[ 六 ] 地 公 は 美しい 深緑 色 , 腹部 は 茶褐色 を 帯び た 紋 が ある . 概 形 は シ r ミ スジ の 遇 と 類似 , 体長 20mm 程度 . 
[発生 経過 ] 5 月 頃 よ り 成 虫 の 飛翔 が 見 られ , 7 月 下旬 より 8 月 上 旬 に か け て 第 2 化 が 稔 窪 さ れる . 越冬 態 は 
貼 . 








シロ ミス ジ Tacoraea perius perius LINNE 


[ 食 草 ] タカ トウ ダイ 科 の ヒラ ミカ レン ュ コノ キ Glochidion Fortunei HANcE 

[ 卵 〕 卵 は 食 草 の 葉 裏 に 1 個 ず つ 産 付 さ れる . 母 蝶 は 葉 表 に 停止 後 , 薬 裏 て 行き 産み に くそ うに 1 個 産 
付 後 , 次 の 産卵 位置 を 求め て 移動 する . 食 草 の 葉 表 に 1 個 ず つ ( 林 南 10 報告 は 何 か の 間違い で は な 
NN 
の み . 概 形 は 球 型 , 底 着 面 は 広く 平ら で , 底 着 面 の 径 は ほぼ 卵 径 に 近い . 全面 に 六角 型 , 蜂の巣 状 の 凹み か が あり, 
網目 状 隆 起 部 か ら 毛 状 の 長い 突起 を 生ずる . 色彩 は 黄色 , 光沢 が ある . 径 1.1mm, 高 さ 0.9mm 程 度 

[幼虫 ] 咽 化し た 幼虫 は , 食 草 葉 0 主 脈 の み を 残し 食 草 を 食べ る . 此 の 台座 は 長 
く 通常 幼虫 全長 より も 長く 作ら れる . 摂 食 時 以外 は 此 の 台座 に 静止 する . また 脱皮 も 此 の 台座 で 行なわ れる . 2 
令 幼 下 の 胴 部 各 節 の 球状 突起 は イボ 状 の 基 介 SE 分 岐 が ある . 0, 4, 4 6, 6, 6, 6, 6, 6, 6, 4, 
2,2 の 排列 で 計 58 本 , 中 後 胸 亜 背 線 に 位置 する 各 1 対 , 第 2, 4, 7, 8, 腹 節 亜 育 線 に 位置 する 各 1 対 の 束 状 突起 
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は 他 に 較べ て 長く また 第 3, 6 腹 節 亜 背 線上 の 束 状 突起 は 汚 白色 , 第 6 腹 節 亜 背 線 問 は 汚 白 色 を 量 す る. 3 合 幼 
躍 は 胴 部 の 地 色 は 黄 緑 色 と な り 束 状 突 起 は 急激 に 延び , 基部 は 紅色 , 先端 の 分 岐 は 里 色 .。 ま た その 最 先端 は 胴 部 
の 地 色 と 同様 な 黄 緑 公 と な る (以上 亜 背 線上 の 突起 ). 気 門 上 線 及 び 気 門下 線上 の 束 状 突起 は 中 胸部 の 1 対 は 亜 



































衣 線 上 の 突起 と 同様 . それ 以外 は 豆 状 先端 の 黒色 が 無く その 基部 の 色彩 CN OO 音 
線 部 に は 多数 の 淡 黄 緑 の 往 い 鍵 状 突起 を 有する . 絹 部 は 頭頂 板 に 4 列 の 畠 状 突起 を 有 し 地 人 色 は 黒褐色 . 最高 部 の 
突起 は 地 色 と 同様 で 突起 は 長く 前 頭 縫 線 に 近づく に つれ て 滞 次 短小 と な る . 用 は 湊 椿 色 . 概 形 は 円 型 . 終 令 幼 
由 の 体長 は 36mm 内 外 . 

i 卵 期 十 。 本 放 

| 産 卵 | 難 化 | 1 眠 超 2 眼 起 山 化 羽化 独 湊 「 訪 捧 人 考 























8 日 !s3 


1 





UM Blz 月 8 日 FE 月 21 日 18 日 | 8 日 1e2, s2 | 
| 
' | 

| 


6 月 25 日 6 月 29 日 7 月 4 日 7 月 11 日 7 月 18 日 7 月 25 日 23 日 











[ 門 〕 概 形 は 基 だ し く 特 異 , 体長 は 22 一 24mm 程 度 。 頭 部 に 前 側 方 に 突出 する OT 
次 後 炎 を 走る 稼 は 鋭く 側 方 に 突出 する . 背中 線 も 強い 往 と な り , 第 1 腹 節 は 和 校 が 消失 即ち 急激 に 止み 第 2 腹 節 背 
面 は 導 状 に 突出 する . 色彩 は 黄金 色 t A 

[発生 経過 ] 春先 3 月 頃 よ り 連 続 的 に 発生 が 繰り 返 え され 常に 新しい 個体 と 古い 個体 が 混 っ て 飛翔 し て 居る , 
直 冬 態 は 歳 . 











Summary 


The author has reported some notes on life-histories of 20 species of butterfHies in Kannon 
district, North Formosa. Food-plants observed by him are as follows: 
Meneleides aristolochiae interpositus FRUHSTORFER : 


Aristolochia shimadai 時 AYATA 
Byasa alcinous mansonensis FRUHSTORFER 


Papilio xuthus Roxinga FRUHSTORFER :] Citrus grandis Osssck, C. deliciosa TsNovg。 C. 
Pyinceps demoleus libanius FRHUSTORFER : ィ Limon Burm f., Fagara ntida Roxs., F. cuspidata 
Papilio polytes pasikrates FRUHSTORFER :] CiamP. 


Papilio protenor amaura JORDAN : Citrus, Fagara nitida, F.cuspidata 

Papilio memnon heronus FRUHSTORFER: Citrus 

Papilio bianor takasago NAKAHARA et Esaki: Citrus, Fagara ailanthoides Excr. 
Eurema hecabe hobsoni BuTLER: Phyllanthus reticulatus PorR. 

Pieris rapae crucivora BorspuvAr: Cruciferae 

Limnas chrysippus L. : Asclepias curassavica L. 

Salatura genutia CrAMER: Marsdenia tomentosa Morr. et Decrne. 

Vanessa cardui cardui L. : Gnaphalium japonicum Tiauns., G. indicum L. 
Argyreus hyperbius hyperbius し .・ Viola verecunda A. GRAy var. typica MAkrNo 
Hypolimnas misiphpus L.: Portulaca oleracea L. 

Hypolimnas bolina kezia BUuTLER: lpomoea Batatas L. 

Pyecis almana L.: Bonnaya veronicae}folia SrRENG 

Precis orithya orithya L.: Justicia procumbens L. 

Ladoga sulpitia tricula FRUHSTORFER: Lonicera japonica THung. var. sempervillosa HayaTAa 


Tacoraea perius perius L.: Glochidion Fortunei HANcE 
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